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また、2018 年度から本学司書課程関係者有志で取り組んでいた、アメリカ・スクール・
ライブラリアン協会（American Association of School Librarians: AASL）が公開した
「AASL Standards Framework for Learners」の日本語訳が秋に完成した。これをAASL
に依頼して、英語の原典と同じデザイナーによって同じデザインに落とし込んでもらい、日








務部長の藤原芳行氏とともに、アメリカ図書館協会（American Library Association: ALA）
の「Core Values of Librarianship」と大学・研究図書館協会（Association of College and 




2021 年 1 月に最終版を仕上げることができた。これについても、本誌に掲載し、また司書
課程のHPに特設ページ（https://www.rikkyo.ac.jp/campuslife/support/certification/ 
librarian/project2020_2-ala.html 、 https://www.rikkyo.ac.jp/campuslife/support/ 
certification/librarian/project2020_3-acrl.html）を作り公開した。多くの方に今後参照
していただきたいと思っている。司書課程主任は 2020 年度末に館長職を退き、2021 年度
からは学校・社会教育講座主任の業務にあたることが決まっている。 
最後にハモンド特任教授の「図書館情報資源特論」の図書館見学について記しておきたい。
例年よりも限定的に、国立国会図書館10月 23日、国立公文書館は11月 20日に実施した。
コロナ禍にあって見学を受入れてくださった図書館の皆様にはここに記して感謝いたしま
す。 
（文責・中村百合子） 
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